
紅に染まる高柴山 紅に染まる高柴山 

笑顔とがんばりの町 

平成 1 9 年 

５月２７日、高柴山の山開きが行われ、約４０００人の登山者でにぎわいました。 
当日は天気に恵まれ、山頂を訪れたみなさんは、燃えるような山つつじを楽しんでいました。 
写真（上）は、長谷川強一さん（浮金）から寄付いただいた四阿（あずまや）です。 
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平
成
19
年
度
春
季
検
閲
式
挙
行 

飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
結
団
式 

　
５
月
２
日
、
飯
豊
小
学
校
に
お
い
て
、
平
成
１９
年
度

飯
豊
小
学
校
緑
の
少
年
団
の
結
団
式
が
全
校
児
童
参
加

の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
宗
像
勝
二
育
成
会
長
か
ら
団
長
の
長
窪

彩
さ
ん
に
役
員
の
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
、
副
団
長
の
吉

田
拓
也
君
に
団
旗
が
授
与
さ
れ
た
後
、
副
団
長
の
吉
田

君
か
ら
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
緑
の
少
年
団
の
活
動
は
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し

未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
緑
の
募
金
、
花
い

っ
ぱ
い
運
動
、
プ
ラ
ン
タ
ー
配
布
、
再
生
紙
作
り
な
ど

緑
化
の
推
進
と
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
結
団
式
終
了
後
に
は
、
お
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
緑
の
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
募
金
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
に
、

紙
上
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

小
野
町
納
税
組
合
表
彰 

2

　
４
月
２９
日
、
小
野
運
動
公
園
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
平
成
１９
年
度

春
季
検
閲
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
宍
戸
町
長
が
統
監
と
な
り
、
通
常
点

検
、
分
列
式
が
行
わ
れ
た
後
、
各
分
団

に
よ
る
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
上
、
退
職
さ
れ
た
元
消
防
団
幹
部

の
方
に
感
謝
状
の
贈
呈
と
消
防
庁
長
官

（
銀
杯
）
の
表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
二
分
団
が
規
律
訓
練
優
秀
に

よ
り
、
緑
川
杯
を
獲
得
い
た
し
ま
し
た
。

（
別
表
の
と
お
り
。
敬
称
略
） 

　
こ
の
た
び
、
町
で
は
行
政
区
長
会
の
席
上
で
、
年
間

を
通
じ
て
納
税
組
合
員
の
納
期
内
納
入
１
０
０
％
と
な

っ
た
行
政
区
に
、
優
良
行
政
区
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
小
野
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会
に
お
い

て
は
、
組
合
員
の
納
税
強
化
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
組
合

長
に
納
税
功
労
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。 

　
表
彰
さ
れ
た
行
政
区
、
組
合
長
の
み
な
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

◆
優
良
行
政
区
表
彰 

○
横
町
行
政
区 

◆
納
税
功
労
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

○
鬼
石
（
谷
津
作
） 

　
　
　
　
　
　
村
　
山
　
恭
平 

○
浮
金
原
棟
内
第
２
（
浮
金
） 

　
　
大
和
田
　
政
勝 

○
和
名
田
第
３
（
和
名
田
） 

　
　
　
冨
澤
十
四
二
郎 

検閲式のようす 

任命書を受け取る長窪彩さん 

納
税
功
労
表
彰
　
大
和
田
政
勝
さ
ん 



竣
工
を
祝
い
万
歳
三
唱
 

膜
ろ
過
処
理
設
備
 

竣工したこまち浄水場 

 

こ
ま
ち
浄
水
場
竣
工
！
 

　
こ
ま
ち
浄
水
場
は
、
近
年
の
周
辺
開
発

に
よ
る
水
道
用
水
の
減
少
と
生
活
様
式
の

変
化
に
伴
う
水
質
汚
濁
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
１６
年
度
か
ら
３
カ
年
計
画
で
整
備
が

進
め
ら
れ
、
こ
の
た
び
、
す
べ
て
の
施
設

が
完
成
し
、
試
運
転
を
経
て
稼
働
の
運
び

と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
竣
工
式
で
は
、
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

長
、
宍
戸
町
長
、
大
和
田
議
長
、
土
地
協

力
者
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
、
ま
た
県

中
建
設
事
務
所
長
、
三
春
土
木
事
務
所
長
、

小
野
警
察
署
長
、
田
村
消
防
署
小
野
分
署

長
、
菖
蒲
谷
行
政
区
長
に
よ
り
く
す
玉
開

披
が
行
わ
れ
、
会
田
副
議
長
の
万
歳
三
唱

に
よ
り
竣
工
式
が
終
了
し
ま
し
た
。 

　
こ
ま
ち
浄
水
場
は
、
こ
ま
ち
ダ
ム
を
水

源
と
し
、
１
日
あ
た
り
５
０
０
k
の
浄
水

処
理
能
力
を
有
し
、
原
水
中
に
存
在
す
る

カ
ビ
臭
な
ど
の
異
臭
味
物
質
を
取
り
除
く

活
性
炭
処
理
設
備
に
加
え
、
県
内
で
も
数

少
な
い
、
膜
ろ
過
処
理
設
備
を
導
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
細
菌
や
病
原
性
原
虫
類
を

取
り
除
く
こ
と
の
で
き
る
高
度
浄
水
処
理

に
対
応
し
た
浄
水
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
こ
ま
ち
ダ
ム
に
貯
水
さ
れ
た
水

を
使
用
し
、
良
質
で
安
定
し
た
水
道
水
の

供
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

５
月
１８
日
、
こ
ま
ち
浄
水
場
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

平成18年度中山間地域等直接支払交付金実施状況 

◆中山間地域等直接支払制度とは？ 
　耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が懸念されている中山間地域等において、担い手の育成等
による農業生産の維持を通じて、農地を保全し、多面的機能を守っていくために、協定を結んだ集落に対
して、国・県・町より直接交付金を交付するものです。 
　この制度は、平成12年度に始まり、平成17年度に制度の見直しが行われ、将来に向けて積極的な取り
組みを促す制度に改められました。 

◆主な活動状況　 
　各対象集落において、水路、農道等の維持管理、草刈りを共同で実施したほか、自立的・継続的な体制
づくりのため、機械・農作業の共同化、担い手への農地集積、集落営農化に向けた取り組みなども行われ
ています。 

◆平成18年度の実施状況 

　中山間地域等直接支払交付金実施要領第12の規定に基づき、当町における制
度の実施状況について公表します。 

３ 



「仮称　小野町観光カルタ」を募集します！ 「仮称　小野町観光カルタ」を募集します！ 「仮称　小野町観光カルタ」を募集します！ 
　小野町では、カルタを通じて町の観光資源・歴史・方言・伝統などに関心をもってもらうため、「仮称
小野町観光カルタ」を作成します。 
　「仮称　小野町観光カルタ」を町内外に販売し、利用してもらうことで、楽しみながら小野町を宣伝、
再認識していただこうと考えています。 
　そこで、「仮称　小野町観光カルタ」の商品タイトル、読み札の文言と絵札の図案を募集しますので、
下記によりふるってご応募ください。なお、採用者には「仮称　小野町観光カルタ」1セットをもれなく
プレゼントするほか、優秀作品には副賞もあります。子ども大人問わず積極的な応募をお待ちしておりま
す。 
　なお、作成したカルタを使って、カルタ大会の開催を予定しています。 
1　応募資格 
　原則として小野町在住・在勤・在学者、その他小野町に関心のある方 
＜注意事項＞ 
　q「仮称　小野町観光カルタ」の商品タイトルを応募してください。 
　w読み札と絵札を5セットで応募してください。 
　　 5セットとは、「あ・い・う・え・お」、「た・ち・つ・て・と」などです。 
　e題材は、小野町にまつわる観光資源・歴史・方言・伝統・伝承から自由に選んでください。 
　r読み札の簡単な説明文を記載ください。 
　t絵札はスケッチ程度でも可とします。なお、その際担当において図案を改変することを了承願います。 
　y応募用紙に読み札と絵札を添付して応募ください。 
　u読み札は、例えば俳句のような5・7・5文字に近い、簡潔な表現としてください。 
　i絵札は、最大でＡ4サイズとします。 
　o何種類あるいは何通でも応募できますが、1通の応募につき、1枚の応募用紙で応募してください。 
　　 住所、氏名（小学生以下の場合はその保護者名も併記）、電話番号を忘れずに記入ください。 
　　 町外在住で町内在勤の方は勤務先を、町内在学の方は学校名も記入ください。 
　   採用された作品の著作権は小野町に属するものとします。また応募作品は原則として返却いたしません。 
2　応募様式 
　q小野町役場産業振興課で配布しています。 
　w小野町のホームページに様式を掲載していますので、 
　　適宜ダウンロードして利用ください。 
　eＡ4版用紙などに必要事項を記入し応募しても結構 
　　です。 
3　申込方法 
　q持参（下記申し込み先まで） 
　w郵送（下記申し込み先まで） 
　eＥ-mail（画像の場合はJPEGファイルで 
　　500KB以下にして添付ファイルでお送りください） 
4　選考結果の通知 
　選考は平成19年8月に行います。入選者には小野町 
　役場産業振興課から連絡します。 
5　募集期間 
　6月15日（金）～7月31日（火）必着 
6　申し込み先及び問い合わせ先 
　〒963－3492 
　福島県田村郡小野町大字小野新町字舘廻92番地 
　小野町役場産業振興課 
　電　話　0247－72－6938 
　ＦＡＸ　0247－71－1037 
　ホームページ　http://www.town.ono.fukushima.jp 
　メールアドレス　kankou@town.ono.fukushima.jp

11
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せ 

おのまち夢企画提案事業 
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5

【提案の内容】 
　「東堂山の階段へ踏み石をおきましょう」 
　東堂山参拝の折いつも思うことなのですが、仁王門から鐘楼までの石段。「馬頭観音」馬の歩幅に合
わせた石段、段差が高いうえに、一段ごとの奥行きが深い。訪ねた方には難儀な石段。 
　そこで提案。片側だけ、段と段との間に踏み石を置いてみては。 
　金がないとの理由ならば、羅漢様を奉納された方、句碑を建てられた方、そして一般の方への寄付を
募り、その証として、段ごとに置かれた石に承諾を得たうえで名前を刻むとか。自分の奉納した羅漢さ
まを見に行ける喜びを味わって頂きたい。現存する宝物を大切に守りたいものです。 
 
【対応の内容】 
　この度は、おのまち夢企画へご提案いただき、 
誠にありがとうございました。 
　ご提案の石段の改修につきましては、用地が 
宗教法人としての東堂山満福寺境内地でありま 
す。ご提案のように昭和羅漢を奉安された「昭 
和羅漢講」などが寄附を募り、少しでも参詣に 
支障のない方策をとることはひとつの方法論と 
考えます。 
　町といたしましては東堂山満福寺と調整を行 
いたいと考えております。 
　貴重なご提案ありがとうございました。 

おのまち夢企画提案は、自分自身の描く小野町への「夢」や「想い」を自由に提案できる制度です。 
毎月、貴重な企画・提案が寄せられています。みなさんも是非、この機会に提案してみませんか？ 
提案には必ず名前を書いてください。（匿名での提案は受付できません） 
提案された方への内容の確認や回答のために必要な情報です。 
名前のほかにも、住所、年齢、性別、連絡先を記入してください。 
記入された個人情報はこの目的以外には使用しません。 
【問い合わせ】 
　◆担　当　課　　　小野町役場　企画課 
　◆電　　　話　　　72－6939 
　◆ファックス　　　72－3121 
　◆電子メール　　　kikakuka@town.ono.fukushima.jp

　4月号でもお知らせしましたが、町では登録商標「美女伝説」をキーワ
ードとしてさまざまな商品に使用していただき、流通することにより、
小野町ブランドとして、生活圏内外に小野町のイメージアップを図って
参ります。 
　4月には、第1号として、「いちご」に使用を承諾しました。 
　地場産品などを通じた商業振興・地域活性化を図るため、積極的に使
用してみてはいかがですか。 
　詳しくは、下記までお問い合わせください。 
◆問い合わせ 
　　産業振興課　　72―6938

「登録商標」美女伝説を使用しませんか 「登録商標」美女伝説を使用しませんか 



　
児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
１
回

現
況
届
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
受
給
者
の
所
得
状

況
や
児
童
の
扶
養
状
態
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

　
こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。 

　
次
に
よ
り
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
提
出
日
時 

　
６
月
２６
日
（
火
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
１５
分 

　
６
月
２７
日
（
水
） 

　
午
前
１０
時
〜
午
後
７
時 

●
提
出
場
所 

　
役
場
第
一
会
議
室 

　（
役
場
と
な
り
車
庫
２
階
） 

●
そ
の
他 

　
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

に
は
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
今
年
１
月
１
日
現
在
、
小

野
町
に
住
所
の
な
か
っ
た
方
は
、
所

得
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
証
明
書
は
、
以
前
の
住
所

地
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
健
康
福
祉
課
　 

７
２
―
６
９
３
４ 

児
童
手
当 

忘
れ
ず
に
現
況
届
を 

出
し
ま
し
ょ
う 

　
国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
６０
歳
未

満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
保
険
料
の
納
付
を
続
け
る
こ

と
で
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢
基

礎
年
金
や
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取

れ
る
制
度
で
す
。 

　
経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と
な

る
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

免
除
制
度
の
種
類 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
に

は
「
法
定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

　
法
定
免
除
は
、
障
害
年
金
や
生
活

保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
給
し
て
い

る
方
な
ど
が
届
出
を
行
う
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
他
方
の
申
請
免
除
に
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
四
段
階
の
基
準
が

あ
り
、
基
準
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
全

額
免
除
の
ほ
か
、
保
険
料
の
四
分
の
三
、

二
分
の
一
、
四
分
の
一
を
納
付
す
る

と
残
り
の
保
険
料
の
納
付
が
免
除
と

な
る
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
が
あ

り
ま
す
。 

　
今
回
は
、
全
額
免
除
制
度
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。 

　
全
額
免
除
制
度
は
、
次
の
所
得
基

準
の
範
囲
内
に
あ
る
方
が
、
対
象
と

な
り
ま
す
。 

◆
所
得
基
準 

前
年
の
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。 

【
計
算
式
】 

（
扶
養
親
族
の
数
＋
１
）
×
３５
万
円
＋

２２
万
円 

【
例
】 

●
単
身
世
帯
の
場
合 

（
０
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

５７
万
円 

●
２
人
世
帯
（
夫
婦
の
み
）
の
場
合 

（
１
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

９２
万
円 

●
４
人
世
帯
（
夫
婦
、
子
２
人
）
の

場
合 

（
３
人
＋
１
）
×
３５
万
円
＋
２２
万
円
＝

１
６
２
万
円 

※
申
請
者
ご
本
人
の
ほ
か
、
配
偶
者
・

世
帯
主
の
方
も
所
得
基
準
の
範
囲
内

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
任
意
加
入
の
被
保
険
者

の
方
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
学
生

の
方
は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
来
月
号
で
は
、「
一
部
納
付
（
免
除
）

制
度
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
０
２
４- 

９
３
２- 

３
４
８
０ 

　
町
民
生
活
課 

　
　
７
２- 

６
９
３
３ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
そ
の 

1

　高齢社会を迎え長寿者が年ごとに増加する中にあって、夫婦そろって結婚50年の金婚式を迎
えることは、まさに慶祝すべきことです。 
　昭和の激動期を夫婦がともに助け合い、力を合わせて良き家庭を築き社会に貢献してきたご
苦労に対し、県内で金婚式を迎えた夫婦全組に表彰状・記念品を贈り、県民みんなでこれを祝
福しようとするものです。 
財団法人福島県老人クラブ連合会　株式会社福島民報社 
福島県　福島県市長会　福島県町村会 
　昭和32年1月1日から同年12月31日までに結婚した夫婦全組を対象とする。ただし、前
回までに届け出漏れのあった該当者もその対象とする。 
平成19年4月19日（木）から7月9日（月）まで 
　該当者は、所定の申込書に必要事項を記入のうえ、各単位老人クラブ連合会長に申し込む。 
　なお、申込書は各単位老人クラブ会長宅、役場健康福祉課、社会福祉協議会にあります。 
　9月の敬老の日に発行される福島民報「祝：金婚夫婦」特集版で氏名、年齢が掲載されます。
なお、福島民報社では金婚夫婦に関する記念誌などの発行は一切おこなっていませんので悪質
なセールスなどには十分ご注意ください。 
小野町老人クラブ連合会会長　今泉氏まで（TEL 72-2087） 

趣　　　旨 
 
 
 
 
主　　　催 
後　　　援 
表彰該当者 
 
受 付 期 間  
申 込 方 法  
 
そ　の　他 
 
 
問い合わせ 

しあわせ金婚夫婦表彰のご案内 しあわせ金婚夫婦表彰のご案内 しあわせ金婚夫婦表彰のご案内 
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小
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
総
会
開
催 

小
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
総
会
開
催 

小
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
総
会
開
催 

　
住
民
総
合
健
診
の
日
程
や
対
象
者
、

内
容
な
ど
は
、
５
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
昨
年
度

と
の
変
更
点
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

新
た
に
加
わ
っ
た
項
目
 

【
腹
囲
測
定
】 

　
基
本
健
診
を
受
け
る
方
は
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
予
防
を
図
る
た
め

に
腹
囲
を
測
定
し
ま
す
。 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
で
は
、
腹

囲
が
男
性
で
８５
b
以
上
、
女
性
で
９０

b
以
上
の
場
合
、
内
臓
脂
肪
蓄
積
に

よ
る
腹
部
肥
満
に
該
当
し
、
生
活
習

慣
病
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

お
知
ら
せ
 

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者
】 

基
本
健
診
を
受
診
す
る
方
で
平
成
２０

年
３
月
３１
日
現
在
の
満
年
齢
が
４０
歳

の
方
、
ま
た
は
４１
歳
以
上
で
未
受
診

の
方
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。 

住
民
総
合
健
診
の
ご
案
内 
住
民
総
合
健
診
の
ご
案
内 
住
民
総
合
健
診
の
ご
案
内 

食
生
活
改
善
推
進
員
募
集
！
 

総
会
の
よ
う
す
 

　
５
月
１１
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
小
野
町
食
生
活
改
善
推

進
員
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
は
、「
私
達
の
健
康
は
私
達

の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
食
生
活

を
と
お
し
て
健
康
づ
く
り
活
動
を
行
い
、

家
族
や
地
域
へ
健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
総
会
で
は
、
地
域
の
食
文
化
の
継

承
と
若
い
世
代
へ
の
食
育
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
標
に
１９
年
度
の
事
業
計

画
等
が
決
定
し
、
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、「
食
育
と
運
動
で
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
」
に
つ
い
て

太
田
西
ノ
内
病
院
運
動
指
導
士
星
野

武
彦
氏
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
予
防
の
た
め
、
生
活
の
中
で
の
運

動
の
実
技
指
導
や
間
食
の
カ
ロ
リ
ー

と
消
費
す
る
運
動
量
に
つ
い
て
の
研

修
を
受
け
、
日
頃
の
生
活
習
慣
の
見

直
し
の
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
小
野
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
は
、

手
づ
く
り
お
や
つ
の
教
室
や
親
と
子
の

食
育
教
室
、
地
区
の
老
人
会
で
伝
達
講

習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
の
「
い
き
い
き
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
や
研
修
会
に
参
加
し
、
食
生
活

改
善
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
知

識
、
技
術
に
関
す
る
こ
と
を
学
習
し
ま

す
。 

　
一
緒
に
、
元
気
に
活
動
す
る
仲
間
を

募
集
し
ま
す
。
食
や
健
康
に
関
心
の
あ

る
方
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
事
務
局
（
健
康
福
祉
課
） 

　
　
　
　
　
　
　
 
７
２
―
６
９
３
４
 

自動体外式除細動器 
　　（ＡＥＤ）を設置しました 
自動体外式除細動器 
　　（ＡＥＤ）を設置しました 
自動体外式除細動器 
　　（ＡＥＤ）を設置しました 
　ＡＥＤは、平成16年 7月 1日から医師や救急救命士だけ
でなく、一般の方が使用できるようになりました。 
　町では、役場、多目的研修集会施設、町民体育館に設置し
ましたので、救急時に活用してください。 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ） 

6月17日（日） 
24日（日） 

　　7月  1日（日） 
　　　　8日（日） 
　　　　15日（日） 

16日（祝） 

まつえ整形外科クリニック 
青 山 医 院  
本 多 医 院  
のざわ内科クリニック 
秋 元 医 院  
石 塚 医 院  

田村市（船引町） 
田村市（常葉町） 
小 野 町  
三 春 町  
田村市（船引町） 
小 野 町  

（ 8 1 ）1 2 2 2  
（ 7 7 ）2 0 1 5  
（ 7 2 ）3 2 1 2  
（ 6 1 ）1 5 0 0  
（ 8 2 ）1 5 1 4  
（ 7 2 ）2 1 6 1

休日当 番のお医 者さん  

6月28日（木）に献血を実施します 
ご協力をお願いします 

10：0 0～ 13：00 

14：1 0～ 15：10 

15：4 0～ 16：3 0

10：0 0～ 11：00 

11：3 0～ 13：00 

14：1 0～ 15：10 

15：4 0～ 16：3 0

役 場  

（株）サントップ  
小 野 町 工 場  
（株）大塚ポリテック 
福島製作所小野工場 
福 島 県 立  
小 野 高 等 学 校  

J A た む ら  
小 野 支 店  

J R 小 野 新 町 駅  

福 島 県 立  
小 野 高 等 学 校  

1号車 受付時間 

受付時間 2号車 



笑顔とがんばり 元気いっぱい運動会 笑顔とがんばり 元気いっぱい運動会 笑顔とがんばり 元気いっぱい運動会 　町内小学校の運動会が4月から5月にかけて開催されました。どの小学校でも、子ども達の「笑顔とがんばり」
があふれていました。 
　各小学校の運動会のようすを紹介します。 

心をひとつに勝利をめざせ 

今年度は赤組 45 点、白
組45点で引き分けでした。
どちらも優勝、発表の瞬
間です。（5月26日） 

　あきらめず 
　　勝利をつかめ 
　　　一人一人の一等賞 
紅白リレーのようすです。
全力疾走でグラウンドを駆
け抜けました。（5月19日） 

紅白綱引きのようすです。
親子仲良く、力いっぱ
い綱を引いています。 
（5月26日） 

がんばって、 
　みんなで進もう優勝への道 

毎年恒例の 5、6年生による
「レッツ　組体操」です。写
真は3段ピラミッドです。こ
の他にも矢大臣や3段タワー
など多彩な技を披露しました。
練習の成果を発揮し、難しい
技も見事成功させることがで
きました。（5月26日） 

　最後まで 
　　力を合わせて 
　　　がんばろう！ 

全校児童 49名による「よさ
こいソーラン節」の演技です。
毎年、観客より大声援を受け
ています。（4月28日） 

最後まで 
　心を合わせて 
　　がんばろう　飯豊っ子 

全校児童による鼓笛行進で
す。練習の成果を精一杯発
揮しました。（5月26日） 

小野新町小学校 

小戸神小学校 

夏井第一小学校 夏井第一小学校 

飯豊小学校 

浮金小学校 

夏井第二小学校 
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Ｊ
Ａ
た
む
ら
女
性
部
小
野
総
支
部
よ
り
野
菜
寄
贈 

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
　
７
月
１
日（
日
）実
施
 

Ｊ
Ａ
た
む
ら
女
性
部
小
野
総
支
部
よ
り
野
菜
寄
贈 

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
　
７
月
１
日（
日
）実
施
 

Ｊ
Ａ
た
む
ら
女
性
部
小
野
総
支
部
よ
り
野
菜
寄
贈 

公
営
住
宅
入
居
者
 

　
募
集
の
お
知
ら
せ
 

水
道
水
水
質
検
査
結
果
 

公
営
住
宅
入
居
者
 

　
募
集
の
お
知
ら
せ
 

水
道
水
水
質
検
査
結
果
 

公
営
住
宅
入
居
者
 

　
募
集
の
お
知
ら
せ
 

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
　
７
月
１
日（
日
）実
施
 

土
い
じ
り
は
楽
し
い
！ 

　
　
　
浮
金
つ
つ
じ
児
童
園 
土
い
じ
り
は
楽
し
い
！ 

　
　
　
浮
金
つ
つ
じ
児
童
園 
土
い
じ
り
は
楽
し
い
！ 

　
　
　
浮
金
つ
つ
じ
児
童
園 

　
大
き
い
組
に
な
っ
た
ら
畑
や
ク
ッ

キ
ン
グ
が
で
き
る
！
そ
ん
な
期
待
を

胸
に
抱
い
て
９
名
が
年
長
組
に
進
級

し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
畑
の
土
起
こ
し
か
ら
…
。

シ
ャ
ベ
ル
や
ス
コ
ッ
プ
で
土
を
掘
り

起
こ
す
と
幼
虫
や
ら
虫
や
ら
が
出
て

き
て
、
し
ば
し
興
味
は
そ
ち
ら
に
行

き
つ
つ
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
耕
し
ま

す
。 

　
と
い
っ
て
も
園
庭
の
す
み
っ
こ
に

設
け
た
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
す

が
年
長
組
だ
け
が
立
ち
入
る
こ
と
の

で
き
る
聖
域
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
一
年
間
、
害
虫
を
や
っ
つ
け
た
り

草
む
し
り
を
し
た
り
土
に
触
れ
な
が

ら
野
菜
の
生
育
と
共
に
い
ろ
ん
な
こ

と
を
学
び
ま
す
。 

　
先
日
、
じ
ゃ

が
い
も
の
種
い

も
を
植
え
る
の

に
園
児
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
達
が

力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
じ
ゃ
が
い
も

を
お
そ
る
お
そ

る
包
丁
で
半
分

に
切
っ
た
ら
、

切
り
口
に
灰
汁

を
つ
け
ま
す
。

こ
の
灰
汁
と
い

う
の
は
腐
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
殺
菌
の
効
能
が
あ
る
の
だ
そ
う
で

昔
か
ら
の
知
恵
を
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
マ
ル
チ
を
か
け
ま
す
。
保
温

の
た
め
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
ば
か
り

で
は
な
く
雑
草
の
抑
制
と
保
湿
効
果

も
兼
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
的
確
な
動
き

と
き
れ
い
な
畝
作
り
に
思
わ
ず
み
ん

な
で
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
夏
 

に
は
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
楽
し
み
！
」

と
は
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
で
し
ょ
う

か
…
。 

　
収
穫
後
に
は
と
う
も
ろ
こ
し
を
植

え
る
の
も
良
い
と
い
う
情
報
を
く
だ

さ
っ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
い
ら
し
た

の
で
そ
ち
ら
も
是
非
ト
ラ
イ
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
力
や
知
恵
を

貸
し
て
く
だ
さ

る
周
り
の
方
々

に
感
謝
の
気
持

ち
を
も
ち
、
自

分
た
ち
で
育
て

る
事
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
収
穫

の
喜
び
を
味
わ

え
る
よ
う
、
子

ど
も
と
野
菜
の

成
長
を
見
守
っ

て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
５
月
８
日
に
Ｊ
Ａ
た
む
ら
女
性
部

小
野
総
支
部
（
荻
野
一
江
支
部
長
・

２２
支
部
）
よ
り
、
小
野
町
立
保
育
園

へ
野
菜
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
い
た
だ
い
た
野
菜
は
、
中
央
さ
く

ら
保
育
園
、
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
、 

飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
に
分
配
し
、

園
児
の
給
食
の
食
材
と
し
て
、
ま
た

食
育
の
教
材
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
、
各
支
部
自
慢
の
新
鮮

な
野
菜
を
毎
月
い
た
だ
く
予
定
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
小
野
総
支
部
会
員

の
皆
様
の
ご
好
意
に
対
し
、
紙
上
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　「
ふ
る
さ
と
の
川
を
美
し
く
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
今
年
も
県
下
一
斉

に
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行

わ
れ
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
空
き

缶
、
空
き
瓶
や
放
置
自
転
車
な
ど
年
々

少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
が
愛
す
る
ふ
る
さ
と
の
川

を
美
し
く
、
そ
し
て
や
す
ら
ぎ
の
も

て
る
環
境
を
作
る
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
作
業
内
容
な
ど
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
日
、
回
覧
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

中
央
さ
く
ら
保
育
園
の
給
食
の
よ
う
す
 

昨
年
の
よ
う
す
 

 
４
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
結
果
 

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
地
域
整
備
課
　
７
２
―
６
９
３
６
 

　
　
　
　
知
宗
団
地
・
駅
前
団
地
等

　
町
で
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
戸
数
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。 

　
入
居
条
件
、
家
賃
等
に
つ
い
て
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

○
募
集
戸
数
 

　
知
宗
団
地
　
　
３
戸
 

　
駅
前
団
地
　
　
１
戸
 

　
品
ノ
木
住
宅
　
２
戸
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
地
域
整
備
課
　
７
２
―
６
９
３
６
 

水
道
水
水
質
検
査
結
果
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
と
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●図書館 

●美術館 

◇各種講座に参加しませんか 
5月から文化の館にて各種体験講座を実
施しています。6月～8月には、美術や工
芸に関する体験講座を開催します（要申
込）。さまざまな学習を通しながら、参
加者同士あるいは講師の先生と交流を深
めませんか？ご参加お待ちしております。 
くわしくは、お問い合わせください。 
◆問い合わせ・申込先 
　ふるさと文化の館　　72―2120

◇福島独立美術展開催 
　福島独立美術の会会員による絵画展です。 
　ぜひご鑑賞ください。 
　▼日時　平成19年6月9日（土）～7月1日（日） 
　▼場所　ふるさと文化の館・美術館 

◇新着本 
書　名 著者名 出版社 

ラスト・イニング 

鈍感力 

娘に語るお父さんの歴史 

憲法は難しくない 

斎藤佑樹くんと日本人 

短歌博物誌 

ウェブがわかる本 

いじめを考える 

脳とコンピュータはどう違うか 

おばあちゃんが、ぼけた 

福島県の歴史散歩 

そばのはなし 

天と地の守り人（2・3巻） 

アヴァロン 

第八森の子どもたち 

あ さ の あ つ こ  

渡 辺 淳 一  

重 松 清  

池 上 彰  

中 野 翠  

樋 口 覚  

大 向 一 輝  

な だ い な だ  

茂 木 健 一 郎  

村 瀬 孝 生  

 

い わ さ き た き こ  

上 橋 菜 穂 子  

メグ・キャボット 

エルス・ベルフロム 

角 川 書 店  

集 英 社  

筑 摩 書 房  

筑 摩 書 房  

文 藝 春 秋  

文 藝 春 秋  

岩 波 書 店  

岩 波 書 店  

講 談 社  

理 論 社  

山 川 出 版 社  

ふくしま絵本と子どもの会 

偕 成 社  

理 論 社  

福 音 館 書 店  

彫型画講座 
「我が家の家紋を作る」 

木目込み手まり講座 

講座名 日　時 

5月に開催した「きりえ体験講座」のようす 

第1回　7月14日（土）午後1：30～3：30 

第2回　7月28日（土）午後1：30～3：30 

第1回　8月11日（土）午後1：30～3：30 

第2回　8月25日（土）午後1：30～3：30

◇7月～8月の体験講座 

「福島独立美術展」の作品より 
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　みなさんが、この
文章を読む時には、
私は小野町にはいま
せん。なぜなら、そ
の頃、私は、フィリ
ピンで新しい生活を
始めているからです。 
　私が、2年前に初
めて成田国際空港に到着した時、その当時の公民館の
先崎幸雄館長が車で私を迎えに来てくれて、小野町ま
で送迎してくれたことを、昨日のことのように思い出
されます。私は、最初の高速道路のパーキングで休憩
した時、多くの自動販売機があったことに驚きました。
私は、小野町までの長い道のりの車の中で、本当に日
本に来たのだなということを実感しました。 

　私は、アパート
と車が準備される
2週間、先崎館長
の家に宿泊させて
いただきました。
その間、先崎館長
を始め家族の方々
には、本当に良く
してもらいました。

また、2005年11月に、私の両親が来て、みんなが私
と両親と一緒に食事をし、そして ｢バンブー｣ でカラオ
ケをした時、マスター達が、私達を優しく本当の家族
の一員のようにもてなしてくれたことに、とても感激
しました。 
　小野町の国際交流
協会の人達が、国際
間の相互理解や国際
関係について、様々
な活動を通して、す
ばらしい手助けをし
て頂きました。 
　英会話教室やヨガ教室、そして中学校の生徒などみ
んなのサポートがあって、私は充実した生活を送るこ
とができました。私は、英会話教室を通して、すばら
しい友人をつくることができました。そして、英会話
教室にきてくれたメンバーに対して、感謝の気持ちで
いっぱいです。また、生徒の英語の能力が、すばらし
く向上したことに対し本当に驚かされました。私は、
生徒にこれ以上何も求めることはありません。私は、

この英会話教室が、
本当に楽しみでし
た。みなさんが決
して英語を学習す
ることをあきらめ
ないよう、そして、
常に楽しみを持つ

ことを希望します。 
　私が、1日の長い中学校の授業が終わり、疲れて帰
る時、クラブ活動をしている生徒達が、私のところに
近づいてきて、笑顔で手を振り、こんにちはと言って
くれました。私が疲れていたり、元気が無くなってい
る時に、子ども達
の笑顔や笑い声は、
本当に私を力づけ
てくれました。教
師であることの最
もすばらしい点は、
生徒の笑顔を見る
ことができること
です。私は、｢中学生の翼｣ に参加し、ニュージャージ
ーのグレンロックに行った生徒や、私に色々指導をし
てくれた先生達、そして、2年間、英語の学習に携わ
ったすべての生徒に感謝したいです。 
　最後に、私の友達になってくれた小野町のみなさん

に感謝します。正直
に言うと異国の地に
おいて一人で暮らす
ということは、本当
に難しいことです。
私は、16歳の時から、
8年間にわたり海外で
勉強し、一人で生活

してきました。それは、本当に孤独になることもあり、
時々ホームシックになったり、悲しくなったりもします。
友達なしでは、この長い海外での生活を続けることは
できなかったです。日本、そして小野町が、私の第二
の生まれ故郷になりました。そして、その友達は、家
族であり、生活の一部となりました。いままで、本当
にお世話になりました。私は小野町のみなさんに感謝
したいです。そして、さようなら。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　アンドレ先生、2年間大変お世話になりました。 
　帰国後は、フィリピンの外務省に勤務されるとい 
うことです。 
　今後のご活躍をお祈りいたします。 
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今
年
度
も
小
野
町
社
会
教
育
指
導

員
ア
ン
ド
レ
・
エ
ス
タ
ニ
ス
ラ
オ
先

生
を
講
師
に
「
英
会
話
教
室
」
を
４

月
か
ら
昼
と
夜
各
６
回
の
二
部
構
成

で
実
施
し
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
熱
心
な
受
講
者
ば
か
り

で
先
生
と
一
緒
に
楽
し
い
講
座
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
ア
ン
ド
レ
先
生
に
と

っ
て
は
最
後
の
講
座
と
な
り
ま
し
た

が
、
国
際
化
社
会
に
適
応
す
る
た
め

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
習
講
座

と
し
て
今
後
も
開
催
す
る
予
定
で
す

の
で
、
次
回
開
催
す
る
時
に
も
多
数

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

平成19年度公民館学級・講座、事業のご案内 平成19年度公民館学級・講座、事業のご案内 平成19年度公民館学級・講座、事業のご案内 

英
会
話
教
室
開
講
！ 

体
育
協
会
表
彰
式
、
総
会
を
開
催 

英
会
話
教
室
開
講
！ 

体
育
協
会
表
彰
式
、
総
会
を
開
催 

英
会
話
教
室
開
講
！ 

公
民
館 

　
成
人
教
育
事
業 

公
民
館 

　
成
人
教
育
事
業 

　
４
月
２７
日
、
宍
戸
会
館
に
お
い
て
、

平
成
１９
年
度
小
野
町
体
育
協
会
表
彰

式
及
び
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
、
は
じ
め
に
永
年
に
わ

た
り
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
及
び
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
体
育
協

会
長
よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
議
題
に
入
り
事
業
報
告
、

収
支
決
算
及
び
平
成
１９
年
度
事
業
計

画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て
事
務
局
か

ら
提
案
が
な
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

承
認
及
び
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
表
彰
者
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

　
吉
田
　
新
太
郎
（
柔
道
） 

　
渡
辺
　
正
一
（
剣
道
） 

　
蓬
田
　
恒
子
（
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
） 

体
育
協
会
表
彰
式
、
総
会
を
開
催 

表彰されたみなさん　前列左から 
吉田新太郎さん（代理  郡司初夫さん）、 
渡辺正一さん、蓬田恒子さん 

11月 
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昭
和
３０
年
４
月
、
飯
豊
村
立
か
ら
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
小
野
町

立
飯
豊
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
高
い
石
の
校
門
と
大

き
な
柳
、
校
舎
の
中
央
に
は
教
職
員
の
玄
関
が
あ
り
、
１０

本
程
の
松
の
木
と
二
宮
金
次
郎
の
石
像
が
立
っ
て
い
ま
し

た
。
新
田
内
か
ら
約
４
キ
ロ
を
歩
き
通
し
た
６
年
間
に
は
、

思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
最
も
印
象
深
い
の
は
、
遠
足
で
『
ナ
カ
ノ
ッ
パ
ラ
』（
現

在
の
川
向
と
小
戸
神
の
間
の
田
ん
ぼ
）
に
行
っ
た
こ
と
で

す
。
当
時
は
、
牧
場
だ
っ
た
の
か
牛
や
馬
、
綿
羊
が
放
牧

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
弁
当
を
広
げ
て
い
る
と
、
時
折
、
馬

の
落
し
物
の
香
り
が
…
。
フ
キ
や
イ
ナ
ゴ
取
り
、
ダ
ル
マ

ス
ト
ー
ブ
用
の
焚
き
木
を
集
め
に
行
っ
た
り
、
正
直
な
と

こ
ろ
、
課
外
授
業
の
方
が
楽
し
か
っ
た
。
で
も
、『
ダ
ラ
汲

み
』
だ
け
は
辛
か
っ
た
な
ぁ
…
。
下
校
時
は
、
山
道
を
通

り
、
サ
ガ
リ
ン
コ
、
ス
カ
ナ
、
ク
ワ
ゴ
、
ヤ
マ
ナ
シ
等
を

食
べ
、
山
の
恵
み
が
四
季
折
々
に
空
腹
を
満
た
し
て
く
れ

た
。
フ
ギ
ン
パ
を
丸
め
て
ホ
リ
コ
の
水
を
飲
む
…
、
病
気

に
な
る
人
も
い
な
か
っ
た
。
帰
宅
後
は
、
チ
ュ
ウ
ベ
エ
さ

ん
宅
の
イ
ノ
メ
ー
が
遊
び
場
の
中
心
と
な
り
、
缶
蹴
り
、

タ
カ
ラ
踏
み
、
ペ
ッ
タ
等
に
夢
中
だ
っ
た
。
男
女
、
年
齢

の
区
別
な
く
、
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん
だ
も
の
だ
が
、『
ス
ー

シ
ロ
沸
か
し
』
と
『
オ
ツ
ケ
を
煮
る
』
と
い
う
ワ
ゲ
ー
で

の
役
割
は
、
ち
ゃ
ん
と
果
た
し
た
。 

　
９
月
１５
日
は
新
田
内
・
大
日
堂
集
落
の
『
天
王
様
祭
り
』

が
あ
り
、
新
田
内
長
獅
子
は
圧
巻
で
し
た
。
ま
た
、
１０
月

２４
日
〜
２５
日
の
宮
ノ
下
の
『
あ
だ
ご
様
祭
り
』
に
は
清
水

朝
子
一
座
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
水
あ
め
や
綿
あ
め
、
イ

カ
焼
き
な
ど
を
食
べ
、
３０
円
位
の
小
遣
い
で
も
楽
し
め
た
。 

　
豊
か
な
自
然
の
恵
み
と
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
、
特
に
集

落
の
温
か
い
大
人
に
見
守
ら
れ
て
育
っ
た
ん
だ
な
あ
、
感

謝
。
色
々
な
思
い
出
が
ふ
く
ら
む
の
も
、
ふ
る
さ
と
小
野

町
会
が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
６
月
の
総
会
・
交
流
会
で
は
、

兄
妹
４
人
揃
い
、
同
窓
生
と
共
に
「
♪
あ
〜
あ
〜
、
飯
豊

の
丘
ぁ
〜
」
を
合
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
古
き
良
き
時

代
だ
っ
た
…
、
と
振
り
返
る
歳
に
な
り
、
来
年
は
還
暦
を

迎
え
ま
す
。
同
級
生
と
の
語
ら
い
を
楽
し
み
に
、
夫
と
静

か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

 

　
就
職
活
動
中
の
若
者
・
フ
リ
ー
タ

ー
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
履
歴
書
の
書
き
方
、

面
接
試
験
の
受
け
方
を
始
め
と
し
て
、

就
職
活
動
に
役
に
立
つ
こ
と
を
実
践

形
式
で
し
っ
か
り
お
教
え
し
ま
す
。 

　
平
成
１８
年
度
に
実
施
し
た
「
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
は
、
参

加
者
の
４３
％
を
越
え
る
方
々
が
就
職

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
県
就
職
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

●
７
月
４
日
（
水
）
１８
時
〜
２１
時
 

　
郡
山
市
ビ
ッ
グ
ア
イ
 

●
７
月
５
日
（
木
）
１８
時
〜
２１
時
 

　
郡
山
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
 

●
定
員
１５
名
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
 

　
福
島
県
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

　
　
０
２
４
―
５
２
５
―
０
０
４
７
 

 　
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
各
行
 

政
区
で
排
水
溝
や
下
水
路
へ
の
蚊
・
 

ハ
エ
駆
除
剤
散
布
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

感
染
症
予
防
の
た
め
の
薬
剤
散
布
で
 

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
町
民
生
活
課
　
７
２
―
６
９
３
３
 

 

昭和30年12月15日撮影の飯豊小学校 

平
成
19
年
度
 

福
島
県
若
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
 

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催
 

蚊
・
ハ
エ
駆
除
剤
散
布
 

蚊
・
ハ
エ
駆
除
剤
散
布
 

不法投棄 みんなでなくそう うつくしま 

6月は不法投棄防止強調月間です 

　福島県では、毎年6月を不法投棄防止強調月間と定め、各

種キャンペーンや重点パトロールを実施しています。不法投

棄を未然に防ぐには、全町民が監視員となることが必要です。 

　●突然大きな穴が掘られた。 

　●数日前から穴を掘るための重機がある。 

　●出入り場所に鉄板が敷かれた。 

　●一定の場所を多数のダンプが通過していく。 

　●ダンプに会社名の表記がない。 

　●ナンバーを隠したダンプが集結している。 

など、「不法投棄かな？」と思ったら下記まで通報をお願い

します。 

◆通報先 

町民生活課　　72－ 6933 

小野警察署　　72－ 2121

※廃棄物を不法に投棄した者は「廃棄物の処理及び清掃に

関する法律」第 16条及び第 25条の規定により「5 年以

下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金」が科せられます。 

浅
　
石
　
貞
　
子
（
旧
姓
渡
辺
） 

（
飯
豊
出
身
・
神
奈
川
支
部
） 

小
学
校
時
代
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ 
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◆
必
ず
換
気
を
し
て
、
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。 

◆
最
近
、
換
気
不
良
に
よ
り
、
小
型

ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
で
の
一
酸
化
炭
素

中
毒
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 

◆
物
が
燃
え
る
に
は
、
新
鮮
な
空
気

が
必
要
で
す
。
十
分
な
換
気
を
し
な

け
れ
ば
、
空
気
が
不
足
し
、
一
酸
化

炭
素
が
発
生
し
ま
す
。 

◆
閉
め
切
っ
た
４
畳
半
で
小
型
ガ
ス

瞬
間
湯
沸
器
を
燃
焼
す
る
と
、
約
２０
 

分
で
致
死
量
の
一
酸
化
炭
素
が
部
屋

に
充
満
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

◆
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。 

頭
痛
や
吐
き
気
で
異
変
に
気
づ
い
た

時
に
は
、
手
足
が
し
び
れ
て
動
け
ず
、 

手
遅
れ
に
な
っ
て
死
に
至
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で
は

自
衛
官
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
） 

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
付
は
年
間

を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
平
成
２０
年
３
月
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校

卒
業
予
定
者
の
受
付
は
、
文
部
科
学
・

厚
生
労
働
両
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日

以
降
実
施
し
ま
す
。 

●
応
募
資
格
 

q

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
１８

歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
子
 

w

こ
の
試
験
を
受
け
ら
れ
な
い
者
 

ア
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者
 

イ
　
自
衛
隊
法
第
３８
条
第
１
項
の
規

　
　
定
に
よ
り
自
衛
隊
員
と
な
る
こ

　
　
と
が
で
き
な
い
者
 

●
試
験
期
日
及
び
場
所
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
平
成
２０
年
３
月
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
又
は
中
等
教
育
学
校
卒

業
予
定
者
の
た
め
の
試
験
は
原
則
と

し
て
、
平
成
１９
年
９
月
１６
日
（
日
）

以
降
に
実
施
し
ま
す
。 

●
試
験
種
目
 

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
社
会
及

び
作
文
）、
口
述
試
験
、
適
正
検
査

及
び
身
体
検
査
 

◆
問
い
合
わ
せ
 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
 

　
郡
山
地
域
事
務
所
 

　
　
０
２
４
―
９
３
２
―
１
４
２
４
 

 

　
土
地
や
家
屋
を
取
得
す
る
と
、
そ

の
取
得
ご
と
に
一
度
だ
け
県
の
不
動

産
取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
税
額
は
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標

準
額
の
３
％
（
た
だ
し
、
住
宅
以
外

の
家
屋
の
取
得
に
つ
い
て
は
３
・
５

％
）
に
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
場
合
に
は
軽
減
措
置
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。 

一
　
特
例
適
用
住
宅
の
軽
減
 

（
一
）
新
築
住
宅
 

要
件
…
延
べ
床
面
積
 

５０
g
（
貸
家
用
共
同
住
宅
に
つ
い

て
は
一
区
画
４０
g
）
以
上
２
４
０

g
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

特
別
控
除
額
…
価
格
（
注
）
か
ら
 

１
２
０
０
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。 

（
二
）
中
古
住
宅
 

要
件
…
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
。 

q

個
人
で
あ
る
取
得
者
自
ら
が
居
住

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

w

延
べ
床
面
積
が
５０
g

以
上
 

２
４
０
g
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

e

新
築
後
２０
年
（
一
定
の
耐
火
構
造

の
も
の
は
２５
年
）
以
内
で
あ
る
こ
と
。

平
成
１７
年
以
降
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

当
該
年
数
を
経
過
し
て
い
て
も
新
耐

震
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
証
明
が
な

さ
れ
て
い
る
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
。 

（
昭
和
５７
年
１
月
１
日
以
降
建
築
に

つ
い
て
は
適
合
す
る
も
の
と
み
な
さ
 

れ
ま
す
。） 

特
例
控
除
額
…
新
築
年
月
日
に
よ
り

価
格
（
注
）
か
ら
の
控
除
額
が
異
な

り
ま
す
。 

〔
新
築
年
月
日
〕　
　
　
　〔
控
額
〕 

○
昭
和
４７
年
１２
月
３１
日
以
前
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円
 

○
昭
和
４７ 
年
１
月
１
日
か
ら
 

　
昭
和
５０
年
１２
月
３１
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
３
０
万
円
 

○
昭
和
５１
年
１
月
１
日
か
ら
 

　
昭
和
５６
年
６
月
３０
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円
 

○
昭
和
５６
年
７
月
１
日
か
ら
 

　
昭
和
６０
年
６
月
３０
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
０
万
円
 

○
昭
和
６０
年
７
月
１
日
か
ら
 

　
平
成
元
年
３
月
３１
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
５
０
万
円
 

○
平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
 

　
平
成
９
年
３
月
３１
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円
 

○
平
成
９
年
４
月
１
日
以
降
 

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
万
円
 

（
注
）
価
格
と
は
新
築
住
宅
に
あ
っ

て
は
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ

り
算
定
し
た
価
格
を
い
い
、
中
古
住

宅
に
あ
っ
て
は
取
得
時
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
登
録
価
格
を
い
い
ま
す
。 

二
　
住
宅
用
土
地
の
軽
減
 

（
一
）
特
例
適
用
住
宅
取
得
に
よ
る

軽
減
 

　
特
例
適
用
住
宅
の
土
地
に
つ
い
て
 

は
、
次
の
い
ず
れ
か
多
い
ほ
う
の
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
中
古

住
宅
及
び
新
築
未
使
用
住
宅
（
自
己

居
住
用
）
の
取
得
の
場
合
は
土
地
の

取
得
か
ら
一
年
以
内
又
は
取
得
前
一

年
以
内
に
住
宅
を
取
得
し
て
い
る
こ

と
、
自
己
居
住
用
以
外
の
新
築
未
使

用
住
宅
の
取
得
の
場
合
は
新
築
後
一

年
以
内
の
住
宅
の
土
地
で
あ
る
こ
と

が
要
件
と
な
り
ま
す
。 

q

４
万
５
千
円
 

w

１
g
当
た
り
の
土
地
価
格
×
住

宅
の
延
べ
床
面
積
の
２
倍
（
２
０
０

g
が
限
度
）
×
３
％
 

※
宅
地
評
価
土
地
の
場
合
、
そ
の
価

格
に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
後
の
１
g

当
た
り
の
価
格
 

（
二
）
住
宅
取
得
に
よ
る
軽
減
（
平

成
１５
年
３
月
３１
日
以
前
の
土
地
取
得

に
限
る
） 

　
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
税
額
の

４
分
の
１
が
減
額
に
な
り
ま
す
。 

●
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年
以

内
に
、
そ
の
土
地
の
上
の
住
宅
を
取

得
し
た
と
き
。 

●
土
地
を
取
得
し
た
日
前
１
年
以
内

に
、
そ
の
土
地
の
上
の
住
宅
を
取
得

し
て
い
た
と
き
。 

●
土
地
を
取
得
し
た
者
と
そ
の
上
に

住
宅
を
新
築
し
た
者
が
異
な
る
場
合

で
、
土
地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
そ
の
上
に
住
宅
が
新
築
さ
れ
、

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
と

き
。
平
成
１４
年
４
月
１
日
以
降
に
土

地
を
取
得
し
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

そ
の
上
に
住
宅
を
新
築
し
た
者
が
異
 

な
る
場
合
で
、
土
地
を
取
得
し
た
日

か
ら
３
年
以
内
に
そ
の
上
に
住
宅
が

新
築
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
と
き
。（
平
成
１４
年
４
月

１
日
以
降
に
土
地
を
取
得
し
て
い
る

場
合
に
限
る
） 

q

土
地
を
取
得
し
た
者
が
住
宅
新
築

の
時
ま
で
引
き
続
き
所
有
し
て
い
る

こ
と
。 

w

土
地
を
取
得
し
た
者
か
ら
、
さ
ら

に
当
該
土
地
を
取
得
し
た
者
に
よ
り

住
宅
が
新
築
さ
れ
た
と
き
。 

◆
問
い
合
わ
せ
　
県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

　
０
２
４
―
９
３
５
―
１
２
５
４
 

  

不
動
産
取
得
税
制
度
の
お
知
ら
せ
 

不
動
産
取
得
税
制
度
の
お
知
ら
せ
 

不
動
産
取
得
税
制
度
の
お
知
ら
せ
 

平
成
１９
年
度
自
衛
官
 

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

募
集
中
！
 

平
成
１９
年
度
自
衛
官
 

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

募
集
中
！
 

平
成
１９
年
度
自
衛
官
 

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
 

募
集
中
！
 

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
 

 
使
用
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
 

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
 

 
使
用
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
 

小
型
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器
を
 

 
使
用
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ
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※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。 

　 平成19年5月1日現在 
人　口　 11，928人（15） 
　男　　　5，714人（△12） 
　女　　　6，214人（27） 
世帯数　3，818世帯（33） 
　　（　）内は前月との増減 

　福島県現住人口調査結果から 

6
　
　
月 

7
　
　
月 

月　 日 行　　事　　名 

町税納期ご案内 

7月2日（月） 
税　目 
町県民税 

期別 
1期 

納期限 

●組合加入でない方は、便利な口座振替で 

　長谷川強一さん（浮金字柳沢）が高柴山山開き（5月27日）に、ご自
身で材料調達から施工までを手がけた、登山者用休憩所（四阿・表紙写真）
を小野町に寄附してくださいました。 
　ここは、浮金の集落はもちろんのこと、遠く郡山市や磐梯山まで眺望で
き、休憩をするのには絶好の場所です。 
　町では、末永くハイカーの憩いの場所として多くの登山者にご愛用して
もらえるよう願っております。 
　ご寄附いただいた長谷川さんに紙上より深く感謝いたします。 

ご寄附いただいた長谷川強一さん（中央） 

高柴山に四阿（あずまや）を寄附 高柴山に四阿（あずまや）を寄附 

鈴　木　は　な 

牧　山　靜　子 

吉　田　英　昭 

鈴　木　喜代子 

柄　澤　米　子 

村　上　一　雄 

吉　田　謙　一 

郡　司　　　進 

吉　田　アサ子 

　はるか昔のできごとになってしま

った小学校の運動会。運動は苦手で

したが、不思議と嫌な思い出にはな

っていません。 

　徒競走、借り物競争、リレー、玉

入れ、綱引き…。いろいろな種目が

ありますが、やっぱり一番の楽しみ

は、お昼のお弁当でした。　　（佐） 

福島独立美術館（7月1日まで）ふるさと文化の館 

休日窓口業務実施日8：30～17：00 

日影山ふれあい登山（9：00登山口出発） 

9か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック 

 

 

窓口業務延長19：00まで 

3か月児健診・BCG予防接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院 

ちびっこおはなし会11：00～11：30ふるさと文化の館 

ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設 

 

 

水泳指導者講習会（28日まで）B＆G海洋センタープール 

栄養相談10：00～12：00母子健康センター 

児童手当現況届提出日（受付10：00～17：15）役場第１会議室 

2歳児歯科健診（受付13：00～13：15）母子健康センター 

児童手当現況届提出日（受付10：00～19：00）役場第１会議室 

窓口業務延長19：00まで 

献血（受付10：00～16：30）町内各所 

ふるさと文化の館図書館内整理日休館 

 

河川クリーンアップ作戦 

 

おやつ教室（受付10：00～10：15）保健福祉センター 

窓口業務延長19：00まで 

人権相談所開設10：00～15：00母子健康センター 

少年の主張作文コンクール13：30～小野中学校 

育児教室（受付10：00～10：15）母子健康センター 

 

県民スポーツ大会田村地方予選大会（バドミントン）町民体育館 

 

栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター 

寿大学クラブ活動13：00～公民館ほか 

1歳6か月児健診（受付13：00～13：15）母子健康センター 

窓口業務延長19：00まで 

こころの相談室（要予約）10：00～12：00母子健康センター 

ちびっこおはなし会11：00～11：30ふるさと文化の館 

ヘルスアップ運動教室13：30～15：30多目的研修集会施設 

彫型画講座（要申込）13：30～15：30文化の館 

休日窓口業務実施日8：30～17：00 

9か月児健診（受付13：30～14：30）柏原クリニック 

101 

86 

77 

77 

71 

56 

76 

84 

64
（4月届出分） 

行事カレンダー（6月16日～7月15日） 

横 町  

反　　町 

反　　町 

中 通  

谷 津 作  

飯 豊 上  

飯 豊 上  

吉 野 辺  

小野山神 

　先　　真央（まひろ） 

　郡司明日香（あすか） 

・ 

浩　章・育　美 

春　夫・京　子 

谷 津 作  

吉 野 辺  
（4月届出分） 

立 崎16日（土） 

17日（日） 

18日（月） 

19日（火） 

20日（水） 

21日（木） 

22日（金） 

23日（土） 
24日（日） 

25日（月） 

26日（火） 

27日（水） 

28日（木） 
29日（金） 

30日（土） 

1日（日） 

2日（月） 

3日（火） 

4日（水） 

5日（木） 

6日（金） 
7日（土） 

8日（日） 

9日（月） 

10日（火） 

11日（水） 

12日（木） 

13日（金） 

14日（土） 

15日（日） 


